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第 3 回 日向東臼杵広域連合次期広域最終処分場用地選定検討委員会 

議事要旨 

 

日時：令和 3 年 12 月 16 日（木） 13:30～16:30 

場所：門川町役場３階会議室 

 

■ 出席者 

 (1) 委員 土手 裕  （宮崎大学工学部教授） 

 大榮 薫  （宮崎大学工学部准教授） 

 長友 由隆 （宮崎大学農学部名誉教授） 

 宮城 弘守 （宮崎大学工学部助教） 

 山田 大志 （ＮＰＯ法人五ヶ瀬川流域ネットワーク） 

 岩佐 誠  （門川町地区会長・自治公民館長連合会会長） 

 田原 謙二 （美郷町区長会長） 

 甲斐 弘昭 （諸塚村自治公民館連絡協議会会長） 

 川口 裕之 （美郷町） 

 (2) 事務局 黒木 秀樹 （広域連合 副長） 

 鈴木 道雄 （日向市 環境政策課 課長） 

 甲斐 正修 （門川町 環境水道課 課長） 

 田村 靖  （美郷町 町民生活課 課長） 

 甲斐 一喜 （諸塚村 住民福祉課 課長） 

 黒木 治実 （椎葉村 税務住民課 課長） 

 吉田 健二 （広域連合 事務局長） 

 田中 美利 （広域連合 局長補佐兼業務第２係長） 

 茂  亮介 （広域連合 業務第 1係長） 

 尾前 貴大 （広域連合 業務第 1係主査） 

 (3) ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 林  正樹 （株式会社建設技術研究所） 

 池田 勇太 （株式会社建設技術研究所） 

 梁田 雄太 （株式会社建設技術研究所） 

（以上、敬称略） 
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■ 内容 

１ 開会 

２ あいさつ（委員長） 

３ 協  議（議事進行：委員長） 

（１）前回委員会の確認 

（２）三次選定における評価方法等について 

（３）その他 

（４）二次候補地の選定について 

４ 閉会 

 

■ 配付資料 

 資料 3-1：前回委員会の確認 

資料 3-2：第２回用地選定検討委員会議事要旨 

資料 3-3：三次選定における評価方法等について 

資料 3-4：現地踏査について 

資料 3-5：概略施設配置図の作成方針について 

資料 3-6：二次候補地の選定結果（案） 

資料 3-7（非公開）：二次候補地の選定結果（案） 

参考資料：二次候補地選定における評価方法等について 
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1. 開会 

◯配布資料の確認 

 

2. あいさつ 

◯土手委員（委員長）より挨拶 

 

3. 協議事項 

前回委員会の確認について 

◯事務局より【資料 3-1】【資料 3-2】に基づき説明。 

委員 ： 意見なし 

 

三次選定における評価方法等について 

◯事務局より【資料 3-3】【資料 3-4】【資料 3-5】に基づき説明。 

委員 ： 重みづけする項目は他事業等を参考にしたのか。 

事務局 ： 他の事業等も確認した。本事業の特性等を鑑みて設定させて頂いた。特に

住民生活の影響を考慮する項目を設定した。最終処分場を建設するにあた

り、地元の理解が一番大切である。用地取得の見込み、社会・生活環境の

周辺民家、公共施設、水道水源に重みづけした。 

委員 ： 重みづけする項目の中で、優先順位はなく、全て一律に評価するというこ

とで理解した。 

   

委員 ： 現地踏査実施時には、地下水や飲料水、農業用水についても情報があると

よい。畜産状況なども把握や住居がどれくらいの距離にあるか等の調査も

検討して頂きたい。 

   

委員 ： オープン型とクローズドについて、クローズド型施設の比較を現段階で行

わなくてよいか。 

事務局 ： 現段階ではオープン型を基準として候補地を選定したいと考えている。構

想を策定する段階で、オープン型とクローズドを比較し経済や環境面を判

断し、どちらの方式にしていくかを決定したいと考えている。 

   

委員 ： 候補地選定の段階から住民の理解を得られるように地域振興策について

も検討して頂きたい。 

事務局 ： 公園、パターゴルフ、もしくは周辺道路の拡張、新しく公民館を建てるな

ど地域住民の要望も聞きながら検討していきたい。 
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委員 ： 候補地を選定するにあたって、拡張も視野に入れて選ぶ考え方もあるが、

評価項目に追加する必要はないか。 

事務局 ： まずは建設適性等の処分場項目から確実に事業を実施することができる

土地を選定したい。最終処分場を運営していく中で地元住民との関係性を

築いた後に拡張の可能性についても検討していくことができればと考え

ている。 

 

その他 

◯事務局より説明。 

委員 ： 意見なし 

 

二次候補地の選定について 

◯事務局より【資料 3-6】【資料 3-7】（非公開）、参考資料に基づき説明。 

委員 ： 現地踏査は冬期に実施し、委員会で報告して頂きたい。 

事務局 ： 了解した。現地踏査の時期は、年明け 1 月中旬から 2 月に期間に 12 か所

入る予定としている。 

各委員 ： 二次候補地 12 か所について事務局案どおりの内容で了解した。 

 

4. 閉 会 

 

〔了〕 


